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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＲＡＭと、アンテナ回路が受信する電力を蓄えることができる無線蓄電手段とを有し
、
　前記無線蓄電手段から前記ＳＲＡＭに前記電力が供給されることを特徴とする半導体装
置。
【請求項２】
　ＳＲＡＭと、前記ＳＲＡＭからデータを読み出す中央処理装置と、アンテナ回路が受信
する電力を蓄えることができる無線蓄電手段とを有し、
　前記無線蓄電手段から前記ＳＲＡＭに前記電力が供給されることを特徴とする半導体装
置。
【請求項３】
　ＳＲＡＭと、前記ＳＲＡＭからデータを読み出す中央処理装置と、前記ＳＲＡＭに電力
を供給する無線蓄電手段と、を有し、
　前記無線蓄電手段は、アンテナ回路が受信した交流信号を直流信号に変換する電源部と
、蓄電装置とを有し、
　前記電源部によって、前記直流信号を用いて前記蓄電装置における充電または放電を制
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御することを特徴とする半導体装置。
【請求項４】
　ＳＲＡＭと、前記ＳＲＡＭからデータを読み出す中央処理装置と、前記ＳＲＡＭに電力
を供給する無線蓄電手段と、を有し、
　前記無線蓄電手段は、交流信号を受信するアンテナ回路と、前記交流信号を直流信号に
変換する電源部と、蓄電装置とを有し、
　前記電源部によって、前記直流信号を用いて前記蓄電装置における充電または放電を制
御することを特徴とする半導体装置。
【請求項５】
　第１のＳＲＡＭと、第２のＳＲＡＭと、前記第１のＳＲＡＭと前記第２のＳＲＡＭから
データを読み出す中央処理装置と、前記第１のＳＲＡＭに電力を供給する無線蓄電手段と
、を有し、
　前記無線蓄電手段は、交流信号を受信するアンテナ回路と、前記交流信号を直流信号に
変換する電源部と、蓄電装置とを有し、
　前記電源部によって、前記直流信号を用いて前記蓄電装置における充電または放電を制
御することを特徴とする半導体装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記第１のＳＲＡＭは、プログラムデータを記憶し、
　前記第２のＳＲＡＭは、演算処理結果または演算途中のデータを記憶することを特徴と
する半導体装置。
【請求項７】
　請求項５または請求項６において、
　前記無線蓄電手段は、電源オフ時に前記第１のＳＲＡＭに前記電力を供給することを特
徴とする半導体装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか１項において、
　前記無線蓄電手段は、バッテリーまたはコンデンサを有することを特徴とする半導体装
置。
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